
 

平成３０年度経営発達支援計画事業 菊池市商工会 

 

1 

 

 

 

 

平成３０年度 

経済動向 アンケート調査報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本県菊池市商工会 

 

 

  



 

平成３０年度経営発達支援計画事業 菊池市商工会 

 

2 

１．アンケート調査の概要 

（１）目的 

「経営発達支援計画」に基づき実施するもので、地域の経済動向を把握し、「経営状

況の分析」及び「事業計画策定」における基礎資料として活用する。また地域内事

業所巡回に独自に調査を行ったデータを集計し、地域の経済動向を明らかにするこ

とを目指す。 

 

（２）調査方法 

経営指導員・経営支援員による巡回による調査 

 

（３）有効回答数 

３４５事業所 （菊池市商工会会員内） 

 

（４）調査期間 

平成３０年６月～１２月 

 

（５）調査年度 

平成２９年度 （前年度対比） ※今年度決算前は見込み 
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（６）集計分析結果 

①全業種 

 

②業種別（７業種） 

 

（調査項目） 

①地区・規模（従業員数） 

 

②後継者（有無・種類） 

 

③変動（売上高・売上単価・仕入高・仕入単価・営業利益・業況） 

 

④来季の見通し 
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２．アンケート回答者状況（全業種） 

①業種別［全業種］ 

 
 

 

②事業所回答者地区［全業種］ 

 

 

 

③従業員数［全業種］ 

 

 

職種 回答数 構成比

建設業 62 18.0%

製造業 56 16.2%

卸売業 9 2.6%

小売業 81 23.5%

サービス業（飲食・宿泊） 29 8.4%

サービス業（その他） 91 26.4%

その他 17 4.9%

建設業

18%

製造業

16%

卸売業

3%

小売業

24%

サービス業

（飲食・宿

泊）

8%

サービス業

（その他）

26%

その他

5%
職種

製造業

卸売業

小売業

サービス業（飲食・宿泊）

サービス業（その他）

その他

事業の場所 回答数 構成比

旭志地区 40 11.6%

七城地区 27 7.8%

泗水地区 85 24.6%

菊池地区 193 55.9%

合計 345 100.0%

旭志地区

11%

七城地区

8%

泗水地区

25%

菊池地区

56%

事業の場所

旭志地区

七城地区

泗水地区

菊池地区

従業員数 回答数 構成比

0人～5人 187 54.2%

6人～10人 33 9.6%

11人～20人 21 6.1%

21人～ 25 7.2%

不明(無回答) 79 22.9% 0人～5人

54%

6人～10人

10%

11人～20人

6%

21人～

7%

不明(無回答)

23%

従業員数

0人～5人

6人～10人

11人～20人

21人～

不明(無回答)
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④後継者［全業種］ 

 

 

 

⑤後継者の種類［全業種］ 

 

 

 

「後継者がいない・未定」の構成比が６１％を占めており、昨年度の６７％からあまり変わっていない。

平成２７年度アンケート調査を見ると代表者の６０歳以上の事業者割合が４８％となっていることから、

事業承継は依然喫緊の課題であると考えられる。後継者の種類は「家族・親族」の構成比が９１％である

ことから、家族・親族の後継者がいない事業所へのマッチング事業やＭ＆Ａ等、事業を存続させる施策の

必要性が高い。 

 

  

後継者 回答数 構成比

いる 132 38.3%

いない 170 49.3%

未定 43 12.5%

合計 345 100.0%

いる

38%

いない

49%

未定

13%

後継者

いる

いない

未定

後継者種類 回答数 構成比

家族 91 82.0%

親族 10 9.0%

従業員 9 8.1%

第３者 1 0.9%

合計 111 100.0%
家族

82%

親族

9%

従業員

8%
第３者

1%

後継者の種類

家族

親族

従業員

第３者
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⑥売上高［全業種］ 

 

 

 

平成２９年度の調査では「売上高が減少」と「売上高が増加」の差が４ポイントであったが、今年度は「売

上高が減少」と「売上高が増加」の差が１０ポイントとなっており、「売上高が減少」の構成比が増えてい

る。これは、建設業などにおいて熊本地震の復興需要が一巡してきた兆しと考えられる。今後復興需要の

減少とともに更なる売上高の減少が懸念されるため注視する必要がある。 

 

⑦売上単価［全業種］ 

 

 

 

平成２９年度の調査と比べて、売上単価の構成比はほとんど変化がない。一方、仕入高・仕入単価につい

ては平成２９年度と比べて、仕入高・仕入単価の上昇が拡大傾向であることから、仕入価格の上昇分を販

売価格に転嫁できていない状況であり、事業者にとって厳しい状況であることが伺える。 

  

売上高 回答数 構成比

増加 84 28.7%

不変 94 32.1%

減少 115 39.2%

合計 293 100.0%

増加

29%

不変

32%

減少

39%

売上高

増加

不変

減少

売上単価 回答数 構成比

上昇 74 24.5%

不変 167 55.3%

下落 61 20.2%

合計 302 100.0%

上昇

25%

不変

55%

下落

20%

売上単価

上昇

不変

下落
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⑧仕入高［全業種］ 

 

 

 

平成２９年度の調査と比べて、「仕入高が上昇」の構成比が大きくなっている。「売上高が増加」の構成比

２９％に対して「仕入高が上昇」の構成比が４８％であり、売上高と仕入高の傾向がリンクしておらず、

厳しい状況であることが伺える。 

 

⑨仕入単価［全業種］ 

 

 

 

平成２９年度の調査と比べて、「仕入単価が上昇」の構成比が大きくなっており、「仕入単価が上昇・不変」

の構成比が９８％となっている。人手不足による人件費増等による原材料高等の影響と考えられ、事業者

にとって非常に厳しい状況となっている。 

  

仕入高 回答数 構成比

下落 23 9.4%

不変 103 42.2%

上昇 118 48.4%

合計 244 100.0%

下落

10%

不変

42%

上昇

48%

仕入高

下落

不変

上昇

仕入単価 回答数 構成比

下落 6 2.1%

不変 117 41.1%

上昇 162 56.8%

合計 285 100.0%

下落

2%

不変

41%

上昇

57%

仕入単価

下落

不変

上昇
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⑩採算状況（営業利益）［全業種］ 

 

 

 

平成２９年度の調査と比べて、「営業利益が好転」の構成比が２７％から２１％へ６ポイント減少、「営業

利益が悪化」の構成比が２７％から３２％へ５ポイント増加となっており、採算状況は厳しくなってきて

いる。仕入単価の増加を売上単価に転嫁できない厳しい状況が採算状況に現れている。 

 

⑪自社の業況［全業種］ 

 

 

 

営業利益とほぼ同様の構成比であり、採算の悪化が業況にも影響している。平成２９年度の調査と比べて、

「業況が好転」の構成比が２５％から２１％へ４ポイント減少、「業況が悪化」の構成比が２３％から３０％

へ７ポイント増加となっており、より厳しい経営環境になっていることが伺える。 

  

採算(営業利益) 回答数 構成比

好転 64 20.8%

不変 146 47.6%

悪化 97 31.6%

合計 307 100.0%

好転

21%

不変

47%

悪化

32%

営業利益

好転

不変

悪化

自社の業況 回答数 構成比

好転 63 20.8%

不変 149 49.2%

悪化 91 30.0%

合計 303 100.0%

好転

21%

不変

49%

悪化

30%

自社の業況

好転

不変

悪化
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⑫来期の見通し［全業種］ 

 

 

 

「来期の見通しが悪化見込み・変わらない」の構成比が６８％となっており、来期も厳しい状況が続く見

通しの事業者が多い。平成２９年度の調査と比べて、「来期の見通しが好転見込み」の構成比が２４％から

１４％へ１０ポイント減少しており、熊本地震の復興需要の反動や消費税増税等先行きに不安を感じてい

る事業者が多数あることが考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

来期の見通し 回答数 構成比

好転見込み 49 14.2%

変わらない 145 42.0%

悪化見込み 89 25.8%

不明(無回答) 62 18.0%

合計 345 100.0%

好転見込み

14%

変わらない

42%

悪化見込み

26%

不明(無回答)

18%

来期の見通し

好転見込み

変わらない

悪化見込み

不明(無回答)
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３．アンケート回答者状況（業種別） 

（１）建設業 

①事業所回答者地区［建設業］ 

 

 

 

②従業員数［建設業］ 

 

 

 

  

事業の場所 回答数 構成比

旭志地区 6 9.7%

七城地区 8 12.9%

泗水地区 17 27.4%

菊池地区 31 50.0%

合計 62 100.0%

旭志地区

10%

七城地区

13%

泗水地区

27%

菊池地区

50%

事業場所

旭志地区

七城地区

泗水地区

菊池地区

従業員数 回答数 構成比

0人～5人 32 51.6%

6人～10人 8 12.9%

11人～20人 10 16.1%

21人～ 2 3.2%

不明(無回答) 10 16.1% 0人～5人

52%

6人～10人

13%

11人～20人

16%

21人～

3%

不明(無回答)

16%

従業員数

0人～5人

6人～10人

11人～20人

21人～

不明(無回答)
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③後継者［建設業］ 

 

 

 

④後継者の種類［建設業］ 

 

 

 

全業種と比べて、「後継者がいる」の構成比が１８ポイント大きくなっている。しかし、「後継者がいない・

未定」の構成比も４４％と決して小さくはない。平成２９年度の調査と比べても、「後継者がいる」の構成

比は５４％から５６％へ２ポイント増えているのみであり、後継者対策はあまり進んでいない。後継者の

種類は、全業種とほぼ同じ構成比となっている。 

 

  

後継者 回答数 構成比

いる 35 56.5%

いない 21 33.9%

未定 6 9.7%

合計 62 100.0%
いる

56%

いない

34%

未定

10%

後継者

いる

いない

未定

後継者種類 回答数 構成比

家族 25 80.6%

親族 3 9.7%

従業員 3 9.7%

第３者 0 0.0%

合計 31 100.0%
家族

80%

親族

10%

従業員

10%
第３者

0%

後継者の種類

家族

親族

従業員

第３者
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⑤売上高［建設業］ 

 

 

 

⑥売上単価［建設業］ 

 

 

 

全業種と比べて、「売上高が増加」の構成比が１４ポイント大きく、「売上単価が上昇」の構成比も１４ポ

イント大きい。しかし、平成２９年度の調査と比べて、「売上高が増加」の構成比が７２％から４３％へ２

９ポイントも大幅減少している。昨年は熊本地震の復興需要で売り上げ好調だったが、まだ復興需要はあ

るものの、確実に復興需要が減少してきていいることを示しているものと考えられる。 

 

  

売上高 回答数 構成比

増加 23 42.6%

不変 18 33.3%

減少 13 24.1%

合計 54 100.0%

増加

43%

不変

33%

減少

24%

売上高

増加

不変

減少

売上単価 回答数 構成比

上昇 21 38.9%

不変 29 53.7%

下落 4 7.4%

合計 54 100.0%

上昇

39%

不変

54%

下落

7%

売上単価

上昇

不変

下落
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⑦仕入高［建設業］ 

 

 

 

⑧仕入単価［建設業］ 

 

 

 

全業種と比べて、「仕入高が上昇」・「仕入単価が上昇」とも構成比が大きい。また、平成２９年度の調査と

比べて、「仕入単価が上昇」の構成比が６０％から６９％に拡大している。災害の復興需要やオリンピック

需要などによる原材料の高騰の影響が他業種よりも顕著に表れていることが分かる。仕入高については平

成２９年度の調査と比べて、「仕入高の上昇」の構成比が６２％から５３％に９ポイント減っており、「仕

入高が不変」の構成比は２８％から４０％に１２％増えている。仕入高が高止まりしていることが伺える。 

 

  

仕入高 回答数 構成比

下落 3 6.7%

不変 18 40.0%

上昇 24 53.3%

合計 45 100.0%

下落

7%

不変

40%
上昇

53%

仕入高

下落

不変

上昇

仕入単価 回答数 構成比

下落 0 0.0%

不変 16 30.8%

上昇 36 69.2%

合計 52 100.0%

下落

0%

不変

31%

上昇

69%

仕入単価

下落

不変

上昇
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⑨採算状況（営業利益）［建設業］ 

 

 

 

⑩自社の業況［建設業］ 

 

 

 

全業種と比べて、「採算状況が好転」・「業況が好転」の構成比が大きく、「採算状況が悪化」・「業況が悪化」

の構成比が少ない。しかしながら、平成２９年度の調査と比べて、「採算状況が好転」の構成比が５６％か

ら３３％に２３％ポイント減り、「業況が好転」の割合が、５６％から３５％と２１ポイント減っており、

熊本地震の復興需要が一巡し、減速感が出てきていることが伺える。 

 

  

採算(営業利益) 回答数 構成比

好転 17 32.7%

不変 28 53.8%

悪化 7 13.5%

合計 52 100.0%

好転

33%

不変

54%

悪化

13%

営業利益

好転

不変

悪化

自社の業況 回答数 構成比

好転 18 35.3%

不変 28 54.9%

悪化 5 9.8%

合計 51 100.0%

好転

35%

不変

55%

悪化

10%

自社の業況

好転

不変

悪化
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⑪来期の見通し［建設業］ 

 

 

 

全業種と比べて、「来期の見通しが好転見込」の構成比が６ポイント小さく、平成２９年度の調査と比べて、

「来期の見通しが好転見込」の構成比が３８％から８％に３０ポイント縮小している。他の業種よりも熊

本地震の復興需要の減退の影響を大きく感じている事業者が多いことが伺える。 

 

  

来期の見通し 回答数 構成比

好転見込み 5 8.1%

変わらない 28 45.2%

悪化見込み 14 22.6%

不明(無回答) 15 24.2%

合計 62 100.0%

好転見込み

8%

変わらない

45%

悪化見込み

23%

不明(無回答)

24%

来期の見通し

好転見込み

変わらない

悪化見込み

不明(無回答)
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（２）製造業 

①事業所回答者地区［製造業］ 

 

 

 

②従業員数［製造業］ 

 

 

 

  

事業の場所 回答数 構成比

旭志地区 11 19.6%

七城地区 7 12.5%

泗水地区 19 33.9%

菊池地区 19 33.9%

合計 56 100.0%

旭志地区

20%

七城地区

12%

泗水地区

34%

菊池地区

34%

事業の場所

旭志地区

七城地区

泗水地区

菊池地区

従業員数 回答数 構成比

0人～5人 30 53.6%

6人～10人 5 8.9%

11人～20人 2 3.6%

21人～ 8 14.3%

不明(無回答) 11 19.6% 0人～5人

53%

6人～10人

9%

11人～20人

4%

21人～

14%

不明(無回答)

20%

従業員数

0人～5人

6人～10人

11人～20人

21人～

不明(無回答)
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③後継者［製造業］ 

 

 

 

④後継者の種類［製造業］ 

 

 

 

全業種と比べて、「後継者がいる」構成比が５ポイント大きくなっている。しかし、「後継者がいない・未

定」の構成比も５７％と過半数を超えている。平成２９年度の調査と比べて、「後継者がいる」の構成比は

４１％から４３％へ２ポイント増えているのみであり、後継者対策はあまり進んでいない。後継者の種類

は、全業種とほぼ同じ構成比となっている。 

 

  

後継者 回答数 構成比

いる 24 42.9%

いない 22 39.3%

未定 10 17.9%

合計 56 100.0%

いる

43%

いない

39%

未定

18%

後継者

いる

いない

未定

後継者種類 回答数 構成比

家族 15 83.3%

親族 1 5.6%

従業員 1 5.6%

第３者 1 5.6%

合計 18 100.0%
家族

83%

親族

5%

従業員

6%

第３

者

6%

後継者の種類

家族

親族

従業員

第３者
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⑤売上高［製造業］ 

 

 

 

⑥売上単価［製造業］ 

 

 

 

全業種と比べて、「売上高が増加」の構成比が２ポイント大きく、「売上高が減少」の構成比が６ポイント

小さい。「売上単価が下落」の構成比が１１％ポイント小さい。平成２９年度の調査と比べて、「売上高が

減少」の構成比が２７％から３３％に拡大している。「売上単価が下落」の構成比は２２％から９％に１３

ポイント縮小している。単価は大きく下がっていないが、生産量・取引量が減っていることが伺える。 

 

  

売上高 回答数 構成比

増加 14 31.1%

不変 16 35.6%

減少 15 33.3%

合計 45 100.0%

増加

31%

不変

36%

減少

33%

売上高

増加

不変

減少

売上単価 回答数 構成比

上昇 11 24.4%

不変 30 66.7%

下落 4 8.9%

合計 45 100.0%

上昇

24%

不変

67%

下落

9%

売上単価

上昇

不変

下落
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⑦仕入高［製造業］ 

 

 

 

⑧仕入単価［製造業］ 

 

 

 

全業種と比べて、「仕入高が上昇」の構成比が２０ポイント大きく、「仕入単価が上昇」の構成比が７ポイ

ント大きい。平成２９年度の調査と比べて、「仕入高が上昇」の構成比は３２％から６８％に３６ポイント

上昇し、「仕入単価が上昇」の構成比は３３％から６４％に３１ポイント上昇している。 

 

  

仕入高 回答数 構成比

下落 2 5.0%

不変 11 27.5%

上昇 27 67.5%

合計 40 100.0%

下落

5%

不変

27%

上昇

68%

仕入高

下落

不変

上昇

仕入単価 回答数 構成比

下落 0 0.0%

不変 18 36.0%

上昇 32 64.0%

合計 50 100.0%

下落

0%

不変

36%

上昇

64%

仕入単価

下落

不変

上昇
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⑨採算状況（営業利益）［製造業］ 

 

 

 

⑩自社の業況［製造業］ 

 

 

 

全業種と比べて、「営業利益が好転」の構成比が大きく、「業況が好転」の構成比が大きい。平成２９年度

の調査と比べて、「採算状況が好転」の構成比が３３％から３０％に３ポイント減少、「採算状況が悪化」

の構成比が１６％から２６％に１０ポイント増加している。また、「業況が好転」の構成比が３３％から２

７％に６ポイント減少、「業況が悪化」の構成比が１６％から２４％に８ポイント増加しており、厳しい状

況になってきている。 

 

  

採算(営業利益) 回答数 構成比

好転 15 30.0%

不変 22 44.0%

悪化 13 26.0%

合計 50 100.0%

好転

30%

不変

44%

悪化

26%

営業利益

好転

不変

悪化

自社の業況 回答数 構成比

好転 13 26.5%

不変 24 49.0%

悪化 12 24.5%

合計 49 100.0%

好転

27%

不変

49%

悪化

24%

自社の業況

好転

不変

悪化
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⑪来期の見通し［製造業］ 

 

 

 

全業種と比べて、「来期の見通しが好転見込み」・「来期の見通しが悪化見込み」の構成比ともほとんど差が

ない状況である。平成２９年度の調査と比べて、「来期の見通しが好転見込み」の構成比が２７％から１６％

に９ポイントの減少、「来期の見通しが悪化見込み」の構成比が１６％から２６％に１０ポイント増加とな

っており、今後より厳しい状況になると見込んでいる事業者が多くなっている。 

 

 

 

  

来期の見通し 回答数 構成比

好転見込み 7 12.5%

変わらない 24 42.9%

悪化見込み 12 21.4%

不明(無回答) 13 23.2%

合計 56 100.0%

好転見込み

16%

変わらない

56%

悪化見込み

28%

来期の見通し

好転見込み

変わらない

悪化見込み



 

平成３０年度経営発達支援計画事業 菊池市商工会 

 

22 

（３）卸売業 

①事業所回答者地区［卸売業］ 

 

 

 

②従業員数［卸売業］ 

 

 

 

  

事業の場所 回答数 構成比

旭志地区 1 11.1%

七城地区 1 11.1%

泗水地区 1 11.1%

菊池地区 6 66.7%

合計 9 100.0%

旭志地区

11%

七城地区

11%

泗水地区

11%
菊池地区

67%

事業の場所

旭志地区

七城地区

泗水地区

菊池地区

従業員数 回答数 構成比

0人～5人 7 77.8%

6人～10人 2 22.2%

11人～20人 0 0.0%

21人～ 0 0.0%

不明(無回答) 0 0.0% 0人～5人

78%

6人～10人

22%

従業員数

0人～5人

6人～10人

11人～20人

21人～

不明(無回答)
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③後継者［卸売業］ 

 

 

 

④後継者の種類［卸売業］ 

 

 

 

全業種と比べて、「後継者がいる」の構成比が６ポイント大きい。しかし、「後継者がいない」の構成比が

過半数を超えている。平成２９年度の調査と比べて、「後継者がいる」の構成比が５６％から４４％に１２

ポイント減少しているが、卸売業の調査回答数が少ないため、１件分の差であり、昨年度と状況は変わっ

ていない。 

 

  

後継者 回答数 構成比

いる 4 44.4%

いない 5 55.6%

未定 0 0.0%

合計 9 100.0%

いる

44%
いない

56%

未定

0%

後継者

いる

いない

未定

後継者種類 回答数 構成比

家族 1 50.0%

親族 0 0.0%

従業員 1 50.0%

第３者 0 0.0%

合計 2 100.0%

家族

50%

親族

0%

従業員

50%

第３者

0%
後継者の種類

家族

親族

従業員

第３者
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⑤売上高［卸売業］ 

 

 

 

⑥売上単価［卸売業］ 

 

 

 

全業種と比べて、「売上単価が下落」の構成比が１３ポイント大きい。平成２９年度の調査と比べて、「売

上単価が下落」の構成比は変わらないが、「売上単価が上昇」の構成比が２２％から１１％に１１ポイント

減少しており、価格競争が厳しくなってきていることが伺える。 

 

  

売上高 回答数 構成比

増加 1 12.5%

不変 5 62.5%

減少 2 25.0%

合計 8 100.0%

増加

12%

不変

63%

減少

25%

売上高

増加

不変

減少

売上単価 回答数 構成比

上昇 1 11.1%

不変 5 55.6%

下落 3 33.3%

合計 9 100.0%

上昇

11%

不変

56%

下落

33%

売上単価

上昇

不変

下落
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⑦仕入高［卸売業］ 

 

 

 

⑧仕入単価［卸売業］ 

 

 

 

全業種と比べて、「仕入高が上昇」、「仕入単価が上昇」の構成比が小さい。平成２９年度の調査と比べて、

「仕入高が上昇」の構成比は４５％から２９％に１６ポイント改善し、仕入単価は４５％から３３％に１

２ポイント改善している。 

 

  

仕入高 回答数 構成比

下落 2 28.6%

不変 3 42.9%

上昇 2 28.6%

合計 7 100.0%

下落

28%

不変

43%

上昇

29%

仕入高

下落

不変

上昇

仕入単価 回答数 構成比

下落 1 11.1%

不変 5 55.6%

上昇 3 33.3%

合計 9 100.0%

下落

11%

不変

56%

上昇

33%

仕入単価

下落

不変

上昇
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⑨採算状況（営業利益）［卸売業］ 

 

 

 

⑩自社の業況［卸売業］ 

 

 

 

全業種と比べて、「営業利益が悪化」、「業況が悪化」の構成比が大きい。平成２９年度の調査と比べて、「業

況が悪化」の構成比は４５％から変動していないが、「業績が好転」の構成比は３３％から２２％に１１ポ

イント悪化している。仕入単価の改善はしてきたものの売上単価も減少しており、価格競争により利益が

とりにくくなってきていることが伺える。 

 

  

採算(営業利益) 回答数 構成比

好転 2 22.2%

不変 3 33.3%

悪化 4 44.4%

合計 9 100.0%

好転

22%

不変

33%

悪化

45%

営業利益

好転

不変

悪化

自社の業況 回答数 構成比

好転 2 22.2%

不変 3 33.3%

悪化 4 44.4%

合計 9 100.0%

好転

22%

不変

33%

悪化

45%

自社の業況

好転

不変

悪化
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⑪来期の見通し［卸売業］ 

 

 

 

全業種と比べて、「来期の通しが好転見込み」、「来期の通しが悪化見込み」の両方とも構成比が大きくなっ

ており、熊本地震の復興需要の見通しの判断の差や消費税増税の影響と価格転嫁が出来るかどうかで判断

が割れていることが考えられる。 

 

 

 

 

  

来期の見通し 回答数 構成比

好転見込み 2 22.2%

変わらない 3 33.3%

悪化見込み 3 33.3%

不明(無回答) 1 11.1%

合計 9 100.0%

好転見込み

22%

変わらない

34%

悪化見込み

33%

不明(無回答)

11%

来期の見通し

好転見込み

変わらない

悪化見込み

不明(無回答)
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（４）小売業 

①事業所回答者地区［小売業］ 

 

 

 

②従業員数［小売業］ 

 

 

 

  

事業の場所 回答数 構成比

旭志地区 10 12.3%

七城地区 3 3.7%

泗水地区 19 23.5%

菊池地区 49 60.5%

合計 81 100.0%

旭志地区

12%

七城地区

4%

泗水地区

23%
菊池地区

61%

事業の場所

旭志地区

七城地区

泗水地区

菊池地区

従業員数 回答数 構成比

0人～5人 40 49.4%

6人～10人 2 2.5%

11人～20人 4 4.9%

21人～ 1 1.2%

不明(無回答) 34 42.0%

0人～5人

49%

6人～10人

3%

11人～20人

5%

不明(無回

答)

42%

従業員数

0人～5人

6人～10人

11人～20人

21人～

不明(無回答)
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③後継者［小売業］ 

 

 

 

④後継者の種類［小売業］ 

 

 

 

全業種と比べて、「後継者がいない・未定」の構成比が１５ポイント大きく、飲食・宿泊業と並んで後継者

対策の必要性が高い。平成２９年度の調査と比べて、「後継者がいない・未定」の構成比がほぼ変わってお

らず、対策が進んでいないことが分かる。他業種と比べて小売業の業況が良くないことが最大の原因と考

えられ、まずは経営改善が必要であると考えられる。 

 

  

後継者 回答数 構成比

いる 19 23.5%

いない 49 60.5%

未定 13 16.0%

合計 81 100.0%

いる

23%

いない

61%

未定

16%

後継者の有無

いる

いない

未定

後継者種類 回答数 構成比

家族 14 87.5%

親族 2 12.5%

従業員 0 0.0%

第３者 0 0.0%

合計 16 100.0%
家族

87%

親族

13%

後継者の種類

家族

親族

従業員

第３者
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⑤売上高［小売業］ 

 

 

 

⑥売上単価［小売業］ 

 

 

 

全業種と比べて、「売上高が減少」の構成比が大きく、「売上単価が下落」の構成比も大きい。平成２９年

度の調査と比べて、「売上高が減少」の構成比が５３％から６４％に１１ポイント悪化し、「売上単価が減

少」の構成比が３４％から４２％に９ポイント悪化しており、非常に厳しい状況となっている。 

 

  

売上高 回答数 構成比

増加 10 14.5%

不変 15 21.7%

減少 44 63.8%

合計 69 100.0%

増加

14%

不変

22%
減少

64%

売上高

増加

不変

減少

売上単価 回答数 構成比

上昇 11 15.5%

不変 30 42.3%

下落 30 42.3%

合計 71 100.0%

上昇

16%

不変

42%

下落

42%

売上単価

上昇

不変

下落
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⑦仕入高［小売業］ 

 

 

 

⑧仕入単価［小売業］ 

 

 

 

全業種と比べて、「仕入高が上昇」の構成比と「仕入単価が上昇」の構成比とも小さく、建設業などの原材

料高騰のような影響はない。平成２９年度の調査と比べて、「仕入単価が上昇」の構成比は３７％から４９％

に１２ポイント悪化しているが、「仕入高が上昇」の構成比は３８％から３２％に６ポイント減っており、

取引量が増えていないことが分かる。 

 

  

仕入高 回答数 構成比

下落 10 17.9%

不変 28 50.0%

上昇 18 32.1%

合計 56 100.0%

下落

18%

不変

50%

上昇

32%

仕入高

下落

不変

上昇

仕入単価 回答数 構成比

下落 3 4.2%

不変 33 46.5%

上昇 35 49.3%

合計 71 100.0%

下落

4%

不変

47%

上昇

49%

仕入単価

下落

不変

上昇
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⑨採算状況（営業利益）［小売業］ 

 

 

 

⑩自社の業況［小売業］ 

 

 

 

全業種と比べて、「営業利益が悪化」の構成比が１７ポイント高く、「業況が悪化」の構成比も１６ポイン

ト高い。平成２９年度の調査と比べて、「営業利益が悪化」の構成比が３８％から４９％に１１ポイントの

悪化、「業況が悪化」の構成比が３７％から４６％に９ポイントの悪化となっている。仕入単価は上昇して

いるが売上単価の減少している上に、取引量も伸びないことから非常に厳しい状況であり、小規模小売業

の苦境が伺える。 

 

  

採算(営業利益) 回答数 構成比

好転 7 9.6%

不変 30 41.1%

悪化 36 49.3%

合計 73 100.0%

好転

10%

不変

41%

悪化

49%

営業利益

好転

不変

悪化

自社の業況 回答数 構成比

好転 7 9.9%

不変 31 43.7%

悪化 33 46.5%

合計 71 100.0%

好転

10%

不変

44%

悪化

46%

自社の業況

好転

不変

悪化
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⑪来期の見通し［小売業］ 

 

 

 

全業種と比べて、悪化見込の構成比が１２ポイント高く、他業種よりも今後も厳しい見通しの事業者が多

い。平成２９年度の調査と比べて、悪化見込が３０％から３８％に８ポイント悪化しており、年々厳しさ

が増していることが伺える。 

 

 

 

 

  

来期の見通し 回答数 構成比

好転見込み 9 11.1%

変わらない 29 35.8%

悪化見込み 31 38.3%

不明(無回答) 12 14.8%

合計 81 100.0%

好転見込み

11%

変わらない

36%

悪化見込み

38%

不明(無回答)

15%

来期の見通し

好転見込み

変わらない

悪化見込み

不明(無回答)
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（５）サービス業（飲食・宿泊） 

①事業所回答者地区［飲食・宿泊］ 

 

 

 

②従業員数［飲食・宿泊］ 

 

 

 

  

事業の場所 回答数 構成比

旭志地区 2 6.9%

七城地区 3 10.3%

泗水地区 3 10.3%

菊池地区 21 72.4%

合計 29 100.0%

旭志地区

7%

七城地区

10%

泗水地区

10%

菊池地区

73%

事業の場所

旭志地区

七城地区

泗水地区

菊池地区

従業員数 回答数 構成比

0人～5人 19 65.5%

6人～10人 1 3.4%

11人～20人 1 3.4%

21人～ 3 10.3%

不明(無回答) 5 17.2% 0人～5人

66%

6人～10人

4%

11人～20人

3%

21人～

10%

不明(無回答)

17%

従業員数

0人～5人

6人～10人

11人～20人

21人～

不明(無回答)
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③後継者［飲食・宿泊］ 

 

 

 

④後継者の種類［飲食・宿泊］ 

 

 

 

全業種と比べて、「後継者がいない・未定」の構成比が最も大きく、７２％が後継者問題を抱えている。平

成２９年度の調査と比べて、「後継者がいない・未定」の構成比が６９％から７２％に３ポイント悪化して

おり、後継者対策が進んでいない状況である。観光地として非常に大きな課題である。 

サンプル数が少ないものの、後継者の候補者として従業員が２５％の構成比となっており、後継者候補が

ほぼ家族・親族の他業種と大きく異なっている。飲食・宿泊業の事業承継は、従業員への事業承継が対策

の糸口かもしれない。 

 

  

後継者 回答数 構成比

いる 8 27.6%

いない 19 65.5%

未定 2 6.9%

合計 29 100.0%

いる

28%

いない

65%

未定

7%

後継者

いる

いない

未定

後継者種類 回答数 構成比

家族 6 75.0%

親族 0 0.0%

従業員 2 25.0%

第３者 0 0.0%

合計 8 100.0% 家族

75%

親族

0%

従業員

25%

第３者

0%

後継者の種類

家族

親族

従業員

第３者
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⑤売上高［飲食・宿泊］ 

 

 

 

⑥売上単価［飲食・宿泊］ 

 

 

 

全業種と比べて、「売上高が減少・不変」の構成比が１７ポイント高い。平成２９年度の調査と比べて、「売

上高が減少・不変」の構成比が７８％から８５％とさらに厳しい状況となっている。「売上単価が下落・不

変」の構成比は８８％から８９％でほぼ変わらないため、客数が減少していることが考えられる。 

 

  

売上高 回答数 構成比

増加 4 15.4%

不変 10 38.5%

減少 12 46.2%

合計 26 100.0%

増加

15%

不変

39%

減少

46%

売上高

増加

不変

減少

売上単価 回答数 構成比

上昇 6 20.7%

不変 18 62.1%

下落 5 17.2%

合計 29 100.0%

上昇

21%

不変

62%

下落

17%

売上単価

上昇

不変

下落
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⑦仕入高［飲食・宿泊］ 

 

 

 

⑧仕入単価［飲食・宿泊］ 

 

 

 

全業種と比べて、「仕入高が上昇」の構成比が２１ポイント高く、「仕入単価が上昇」の構成比も２０ポイ

ント高い。平成２９年度の調査からも悪化しており、物価上昇の影響が 

 

  

仕入高 回答数 構成比

下落 0 0.0%

不変 8 30.8%

上昇 18 69.2%

合計 26 100.0%

下落

0%

不変

31%

上昇

69%

仕入高

下落

不変

上昇

仕入単価 回答数 構成比

下落 0 0.0%

不変 6 23.1%

上昇 20 76.9%

合計 26 100.0%

下落

0%

不変

23%

上昇

77%

仕入単価

下落

不変

上昇
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⑨採算状況（営業利益）［飲食・宿泊］ 

 

 

 

⑩自社の業況［飲食・宿泊］ 

 

 

 

全業種と比べて、「営業利益が悪化・不変」の構成比が１０ポイント高く、「業況が悪化・不変」の構成比

も１０ポイント高い。平成２９年度の調査と比べて、「営業利益が悪化・不変」の構成比は８１％から８９％

へ８ポイント悪化、「業況が悪化・不変」の構成比も８８％から８９％とほぼ改善していない。仕入単価の

上昇を売上単価へ転嫁が出来ていないうえに、客数が減少している非常に厳しい状況であり、小売業同様、

経営改善が喫緊の課題である。後継者対策にもまずは経営改善が必要であり、その上で従業員や第３者へ

の承継に繋げていかないと、観光地として存続できなくなってしまう恐れがある。 

 

  

採算(営業利益) 回答数 構成比

好転 3 10.7%

不変 9 32.1%

悪化 16 57.1%

合計 28 100.0%

好転

11%

不変

32%悪化

57%

営業利益

好転

不変

悪化

自社の業況 回答数 構成比

好転 3 10.7%

不変 10 35.7%

悪化 15 53.6%

合計 28 100.0%

好転

11%

不変

36%
悪化

53%

自社の業況

好転

不変

悪化
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⑪来期の見通し［飲食・宿泊］ 

 

 

 

全業種と比べて、「来期の見通しが悪化見込み・変わらない」の構成比が４ポイント高く、飲食・宿泊業も

厳しい見通しと判断している事業者が多い。平成２９年度の調査と比べて、「来期の見通しが悪化見込み・

変わらない」の構成比は８８％から７２％に１６ポイント改善している。熊本地震後の立ち入り禁止だっ

た菊池渓谷が平成３０年に再開し、観光客数が回復してくることを期待している事業者が多いことが考え

られる。 

 

 

 

 

  

来期の見通し 回答数 構成比

好転見込み 6 20.7%

変わらない 13 44.8%

悪化見込み 8 27.6%

不明(無回答) 2 6.9%

合計 29 100.0%

好転見込み

21%

変わらない

45%

悪化見込み

27%

不明(無回答)

7%

来期の見通し

好転見込み

変わらない

悪化見込み

不明(無回答)
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（６）サービス業（その他） 

①事業所回答者地区［サービス業］ 

 

 

 

②従業員数［サービス業］ 

 

 

 

  

事業の場所 回答数 構成比

旭志地区 10 11.0%

七城地区 5 5.5%

泗水地区 24 26.4%

菊池地区 52 57.1%

合計 91 100.0%

旭志地区

11%

七城地区

6%

泗水地区

26%

菊池地区

57%

事業の場所

旭志地区

七城地区

泗水地区

菊池地区

従業員数 回答数 構成比

0人～5人 52 57.1%

6人～10人 9 9.9%

11人～20人 4 4.4%

21人～ 9 9.9%

不明(無回答) 17 18.7% 0人～5人

57%

6人～10人

10%

11人～20人

4%

21人～

10%

不明(無回答)

19%

従業員数

0人～5人

6人～10人

11人～20人

21人～

不明(無回答)
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③後継者［サービス業］ 

 

 

 

④後継者の種類［サービス業］ 

 

 

 

全業種と比べて、「後継者がいない・未定」の構成比はほぼ同じである。平成２９年度の調査と比べて、「後

継者がいない・未定」の構成比は６１％から６３％に２ポイント悪化しており、その他のサービス業にお

いても事業承継対策は進んでいないことが分かる。 

 

  

後継者 回答数 構成比

いる 34 37.4%

いない 46 50.5%

未定 11 12.1%

合計 91 100.0%

いる

37%

いない

51%

未定

12%

後継者

いる

いない

未定

後継者種類 回答数 構成比

家族 25 86.2%

親族 2 6.9%

従業員 2 6.9%

第３者 0 0.0%

合計 29 100.0%
家族

86%

親族

7%

従業員

7%

第

３

者

0%

後継者の種類

家族

親族

従業員

第３者
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⑤売上高［サービス業］ 

 

 

 

⑥売上単価［サービス業］ 

 

 

 

全業種と比べて、「売上高が増加」の構成比が高く、「売上単価が上昇」の構成比が高い。平成２９年度の

調査と比べて、「売上高が増加」の構成比が２ポイント高く、「売上単価が上昇」の構成比が５ポイント高

い。 

 

  

売上高 回答数 構成比

増加 25 32.5%

不変 26 33.8%

減少 26 33.8%

合計 77 100.0%

増加

32%

不変

34%

減少

34%

売上高

増加

不変

減少

売上単価 回答数 構成比

上昇 20 25.3%

不変 44 55.7%

下落 15 19.0%

合計 79 100.0%

上昇

25%

不変

56%

下落

19%

売上単価

上昇

不変

下落
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⑦仕入高［サービス業］ 

 

 

 

⑧仕入単価［サービス業］ 

 

 

 

全業種と比べて、「仕入高が上昇」の構成比が低く、「仕入単価が上昇」の構成比が低い。平成２９年度の

調査と比べて、「仕入高が上昇」の構成比が６ポイント高く、「仕入単価が上昇」の構成比が１５ポイント

高い。原材料高等の影響は見られるが、他の業種よりも比較的原材料高等の影響を受けていない状況であ

る。 

 

  

仕入高 回答数 構成比

下落 6 10.2%

不変 28 47.5%

上昇 25 42.4%

合計 59 100.0%

下落

10%

不変

48%

上昇

42%

仕入高

下落

不変

上昇

仕入単価 回答数 構成比

下落 2 3.1%

不変 31 47.7%

上昇 32 49.2%

合計 65 100.0%

下落

3%

不変

48%

上昇

49%

仕入単価

下落

不変

上昇
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⑨採算状況（営業利益）［サービス業］ 

 

 

 

⑩自社の業況［サービス業］ 

 

 

 

全業種と比べて、「営業利益が悪化」の構成比が低く、「営業利益が不変」の構成比が高い。また、「業況の

悪化」の構成比が低く、「業況が不変」の構成比が高い。平成２９年度の調査と比べて、ほぼ構成比が変わ

らない結果となっている。他の業種よりも厳しい局面からは脱却傾向にあるとみられるが、売上増加傾向

ではあるが業況は変わらない状況である。人材不足による人件費の高騰等経費増の影響も一因と考えられ

る。 

 

  

採算(営業利益) 回答数 構成比

好転 16 19.8%

不変 45 55.6%

悪化 20 24.7%

合計 81 100.0%

好転

20%

不変

55%

悪化

25%

営業利益

好転

不変

悪化

自社の業況 回答数 構成比

好転 16 20.0%

不変 45 56.3%

悪化 19 23.8%

合計 80 100.0%

好転

20%

不変

56%

悪化

24%

自社の業況

好転

不変

悪化
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⑪来期の見通し［サービス業］ 

 

 

 

全業種と比べて、「見通しが悪化見込み」の構成比が若干低い。平成２９年度の調査と比べて、「見通しが

悪化見込み」の構成比が６ポイント高い。人材不足等不安要素が先行きの不安感につながっていることが

考えられる。 

 

 

 

 

 

  

来期の見通し 回答数 構成比

好転見込み 14 15.4%

変わらない 40 44.0%

悪化見込み 21 23.1%

不明(無回答) 16 17.6%

合計 91 100.0%

好転見込み

15%

変わらない

44%

悪化見込み

23%

不明(無回答)

18%

来期の見通し

好転見込み

変わらない

悪化見込み

不明(無回答)
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（７）その他 

①事業所回答者地区［その他］ 

 

 

 

②従業員数［その他］ 

 

 

 

  

事業の場所 回答数 構成比

旭志地区 0 0.0%

七城地区 0 0.0%

泗水地区 2 11.8%

菊池地区 15 88.2%

合計 17 100.0%

泗水地区

12%

菊池地区

88%

事業の場所

旭志地区

七城地区

泗水地区

菊池地区

従業員数 回答数 構成比

0人～5人 7 41.2%

6人～10人 6 35.3%

11人～20人 0 0.0%

21人～ 2 11.8%

不明(無回答) 2 11.8%

0人～5人

41%

6人～10人

35%

11人～20人

0%

21人～

12%

不明(無回答)

12%
従業員数

0人～5人

6人～10人

11人～20人

21人～

不明(無回答)
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③後継者［その他］ 

 

 

 

④後継者の種類［その他］ 

 

 

 

 

  

後継者 回答数 構成比

いる 8 47.1%

いない 8 47.1%

未定 1 5.9%

合計 17 100.0%

いる

47%

いない

47%

未定

6%

後継者

いる

いない

未定

後継者種類 回答数 構成比

家族 5 71.4%

親族 2 28.6%

従業員 0 0.0%

第３者 0 0.0%

合計 7 100.0% 家族

71%

親族

29%

後継者の種類

家族

親族

従業員

第３者
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⑤売上高［その他］ 

 

 

 

⑥売上単価［その他］ 

 

 

 

 

  

売上高 回答数 構成比

増加 7 50.0%

不変 4 28.6%

減少 3 21.4%

合計 14 100.0%
増加

50%

不変

29%

減少

21%

売上高

増加

不変

減少

売上単価 回答数 構成比

上昇 4 26.7%

不変 11 73.3%

下落 0 0.0%

合計 15 100.0%

上昇

27%

不変

73%

下落

0%

売上単価

上昇

不変

下落
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⑦仕入高［その他］ 

 

 

 

⑧仕入単価［その他］ 

 

 

 

 

  

仕入高 回答数 構成比

下落 0 0.0%

不変 7 63.6%

上昇 4 36.4%

合計 11 100.0%

下落

0%

不変

64%

上昇

36%

仕入高

下落

不変

上昇

仕入単価 回答数 構成比

下落 0 0.0%

不変 8 66.7%

上昇 4 33.3%

合計 12 100.0%

下落

0%

不変

67%

上昇

33%

仕入単価

下落

不変

上昇
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⑨採算状況（営業利益）［その他］ 

 

 

 

⑩自社の業況［その他］ 

 

 

 

 

  

採算(営業利益) 回答数 構成比

好転 4 28.6%

不変 9 64.3%

悪化 1 7.1%

合計 14 100.0%

好転

29%

不変

64%

悪化

7%

営業利益

好転

不変

悪化

自社の業況 回答数 構成比

好転 4 26.7%

不変 8 53.3%

悪化 3 20.0%

合計 15 100.0%

好転

27%

不変

53%

悪化

20%

自社の業況

好転

不変

悪化
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⑪来期の見通し［その他］ 

 

 

 

 

 

 

 

  

来期の見通し 回答数 構成比

好転見込み 6 35.3%

変わらない 8 47.1%

悪化見込み 0 0.0%

不明(無回答) 3 17.6%

合計 17 100.0%

好転見込み

35%

変わらない

47%

悪化見込み

0%

不明(無回答)

18%

来期の見通し

好転見込み

変わらない

悪化見込み

不明(無回答)
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４．まとめ 

■後継者がいない・未定が依然６割以上であり、全業種ともに後継者対策が進んでいない状況であ

る。親族内承継だけでなく、事業継続に向けたＭ＆Ａの推進等、支援を強化していく必要がある

と思われる。県商工会連合会が新たに設置予定の事業承継支援等の専門部署「特任支援室」との

連携により、事業承継対策の推進を図っていく必要がある。併せて、事業承継に向けた経営改善

への支援強化も行っていく必要がある。 

 

■売上高については、復興需要がまだ残るものの、平成２９年度よりも需要が減ってきている状況

であり、特に建設業においてはその傾向が顕著見みられるため、今後の受注対策や資金繰り支援

等の支援が必要になってくる。 

 

■仕入高については、原材料の高騰の影響で仕入単価とともに上昇傾向にある。人材不足による人

材確保での賃金引上げ等コスト増の影響も見受けられるため価格への転嫁が課題となる。 

 

■採算状況においては、売上高は上昇しても仕入単価等・仕入高も上昇しており、厳しい状況の事

業者が多い。先端設備や設備ＩＴ導入等による生産性向上の取り組みや、採算改善や販路開拓支

援による更なる売上増に向けた取り組みが必要となってくる。 

 

■以上から見て、建設業においては、依然好調ではあるものの、今後動向を注視していく必要があ

ると思われる。製造業・サービス業は堅調であるが、人材不足対策等の課題があるため、海外人

材活用等の支援に取り組み必要があると思われる。小売業・卸売業においては、価格競争により

仕入単価上昇を価格転嫁しにくい状況に加え、来年度１０月行われる予定の消費税増税による買

い控えの影響や増税分の価格転嫁の課題も出てくるため、さらに厳しい状況になることが予想さ

れる。各種支援策活用による事業持続化の支援と合わせて、軽減税率対策やキャッシュレス支援

等これまで以上に支援協が必要であると思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 


